
一般社団法人 Bridge for Fukushima
「未来の起業家育成事業」
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2016年8月から行われた福島県の事業。震災から５年が経過し、この間、県内外の多数の若者がボランティア
等様々な形で復興に関わった。これら福島に心を寄せる若者の起業マインドを育てることで、福島への想いを持
続・増幅させ、将来的にリーダーとして本県に還流される人材を増やすことを目指します。
◆期間:8か月 ◆対象:福島県の大学生・高校生 ◆予算:5,900千円
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福島県出身の起業家の方々から起業にいたる経緯や
現在の事業にかける想いをお伺いし、大学生の起業へ
の意識を高めることを目的に実施。起業家からの参加
者への投げかけなど双方向な場を設計。

福島県内に限らず、起業家の現場を実際に視察し、
直接想いを聞く場として実施。様々な起業家が運営し
ているお店やオフィスを訪問することで、起業についてのイ
メージを高めることを目的としている。

「やりたいこと」の種を持った高校生・大学生を対象に、
想いを形にすることを目的として実施。プロジェクトに必
要な「顧客」の設定、「サービス・商品設計」、「プロトタ
イピング」の考え方について学ぶ。

事業のプロトタイプの試行へ
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